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ハタケシメジ

大規模な施設を見学

第
3
セ
ク
タ
ー
成
功
事
例

　
　
　
　
　
　
ハ
タ
ケ
シ
メ
ジ
の
生
産

京
都
府
　
京
丹
波
町

食
で
ま
ち
お
こ
し

福
井
県
　
小
浜
市

　
京
丹
波
町
瑞
穂
農
林
㈱
ハ
タ
ケ

シ
メ
ジ
生
産
施
設
を
視
察
し
ま
し

た
。
間
伐
材
の
オ
ガ
粉
を
活
用
し

て
ハ
タ
ケ
シ
メ
ジ
を
生
産
し
不
要

と
な
っ
た
廃
菌
床
を
材
料
に
堆
肥

を
生
産
す
る
と
と
も
に
、
優
良
野

菜
の
生
産
に
、
ま
た
働
く
場
の
確

保
と
地
域
農
林
業
の
振
興
と
山
村

の
活
性
化
に
努
力
し
て
い
ま
し
た
。

　
森
林
面
積
は
町
の
総
面
積
の
８７

・
４
％
を
占
め
て
い
る
。
地
域
の

間
伐
面
積
は
、
昭
和
６３
年
を
ピ
ー

ク
に
減
少
を
続
け
、
平
成
６
年
度

に
は
５
３
１
ｈａ
に
ま
で
減
少
、
そ

の
後
間
伐
の
普
及
に
取
り
組
み
平

成
１１
年
度
に
は
１
４
４
２
ｈａ
を
実

施
。
し
か
し
木
材
価
格
低
迷
か
ら

多
く
が
林
地
に
放
置
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
木
材
を
有
効
に
活
用
し
特
用

林
産
物
の
振
興
を
図
る
た
め
、
民

間
事
業
者
の
技
術
力
を
活
用
し
町
、

森
林
組
合
が
第
３
セ
ク
タ
ー
を
設

立
「
ハ
タ
ケ
シ
メ
ジ
」
の
生
産
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
出
資
は
タ
カ
ラ
バ
イ
オ
㈱
４
９

０
万
円
、
京
丹
波
町
４
１
０
万
円
、

森
林
組
合
１
０
０
万
円
、
計
１
千

万
円
。
施
設
建
設
費
２
５
億
９
６

８
３
万
円
。
従
業
員
数
は
、
正
社

員
１０
人
、
契
約
社
員
１０
人
、
出
向

社
員
４
人
、
パ
ー
ト
５６
人
で
、
売

上
７
億
円
超
で
す
。

　
町
の
間
伐
材
の
オ
ガ
粉
の
活
用

と
第
３
セ
ク
タ
ー
は
当
町
に
な
い

た
め
大
い
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　
第
３
セ
ク
タ
ー
の
運
営
は
核
に

な
る
技
術
、
人
材
、
資
本
、
流
通

が
重
要
で
あ
り
、
町
が
第
３
セ
ク

タ
ー
を
設
立
す
る
た
め
に
は
越
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る

と
思
い
ま
し
た
。

　
　
産
業
建
設
常
任
委
員
長

矢
野
　
昭
三

　「
御
食
国
若
狭
お
ば
ま
」
の
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
売
り
出
し
て

い
る
小
浜
市
は
、
福
井
県
の
西
部

に
位
置
し
、
人
口
３
万
３
千
人
の

ま
ち
で
す
。
若
狭
湾
に
囲
ま
れ
、

豊
富
な
食
材
に
恵
ま
れ
、
奈
良
、

平
安
時
代
か
ら
朝
廷
に
海
産
物
や

塩
な
ど
を
納
め
た
歴
史
を
持
っ
て

い
ま
す
。
市
は
豊
か
な
「
食
」
を

ま
ち
づ
く
り
の
中
心
に
据
え
た
「
食

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
お

り
、
平
成
１３
年
に
は
全
国
に
先
駆

け
て
「
食
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

を
制
定
し
、
平
成
１５
年
に
は
拠
点

施
設
「
御
食
国
若
狭
お
ば
ま
食
文

化
会
館
」
を
開
館
し
て
い
ま
す
。

み
け
つ
く
に

・研修日時：平成23年10月24日豺～26日貉

・研修場所：
　　研修①　京都府京丹波町
　　　　　　【第3セクター事例】10/24

　　研修②　福井県小浜市
　　　　　　【食のまちづくり条例・
　　　　　　　　生涯食育推進の取組み】10/25

　　研修③　岡山県津山市
　　　　　　【Ｂ級グルメでまちづくり】10/26
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